
平成２９年度地域づくり人材養成講座・みのかも市民サポートセンター講座 

「誰もが主役・地域を話そう「かも楽塾」」 第１回ワークショップ開催概要 

 

日  時 平成２９年５月１６日（火） １３：３０～１５：３０ 

場  所 美濃加茂市生涯学習センター ２０３号室 

コーディネーター コミュニティ診断士 平 孝明 氏 

運営サポート 
コミュニティ診断士 坂本 由貴 氏 
コミュニティ診断士 今尾 ひな子 氏 

受講者 ２１名 

主 催 者 
岐阜県環境生活部県民生活課 

美濃加茂市市民協働部地域振興課・みのかも市民活動サポートセンター 

内  容 ◆開講式 
１ 挨拶（美濃加茂市市民協働部地域振興課係長） 
   
２ 指導・助言者紹介 
 
３ 講座の趣旨説明（県・市担当者）   
 
 
◆ワークショップ 
ワールドカフェ形式で、「地域の話題を大いに語ろう」をテーマに話し合いました。 
 

  ワールドカフェとは・・・ 
   まるでカフェにいるような寛いだ環境の中で自由におしゃべりする場のこと。 

テーマと時間だけは、あらかじめ決めていますが、成果や結論は求めません。 
 
○Ａグループ 
・ゴミの問題 
  野良猫にエサをやる人がいる 
  他地域の人が勝手にゴミ捨て場を利用する  → 注意してよいか悩む 
  ゴミの分別をしない人がいる 
 
・自治会の問題 
  未加入・退会する人が増えてきた→ゴミ当番もなく不公平 
  若者の意見：自治会に加入するメリットが分からない→工夫が必要 
 
・外国籍の方の問題 
  文化・習慣の違いにより問題が生じていることがある 
 
○Ｂグループ 
・地域づくり活動 
  自分たちは、積極的に参加している（ふれあいサロン・支え合い活動、各種講座） 
   ⇔参加する人の固定化、若者が参加しない 
   ⇔横のつながりが少ない 
 
・交通手段 
  高齢者など移動手段がなく困っている人が多い 

→坂祝町には町民が無料で利用できる福祉バスがある（美濃加茂市へも行く） 
→知らない人も多いのでは？ＰＲ不足かもしれない 

 
・自分たちでできること 
  ①地域の良さをもっと知る 

②みんなが参加できるような活動を実施する 
③みんなが誇れる宝物を見つける 

 

▲コーディネーターの平さん 



○Ｃグループ 
・少子高齢化が進んでいる→地域活動が滞っている 
                    対策の１つ「飛騨川流域まちづくりの会おたすけ部会（七宗町）」 
               仲間同士で助け合いを実施。助けられる人が困っている人を 

無料で支援 
                 

※費用はかかるため、会員に寄付金を募っている 
                  お助け例）送迎サービス、草かり など 
 
○Ｄグループ 
・少子高齢化が進んでいる→世代交代がうまくできていない 
 
・高齢者の問題 
  独居老人が増えている 
  老人クラブの会員や行事参加者が減少している→移動手段がないため参加できない 
 
・自治会の問題 
  若年層の意見が反映されない（意見を言わない、年長者の意見に同調してしまう） 
   →今後運営していくのは若年層であり、意見を聞く必要がある 
 
・外国籍の方の問題 
  コミュニケーションがうまくできない→思いを伝えられない 
 
 

 

 

 


